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ＡＵＳ ― ＫＯＲ
―

戦況

見出し 韓国快勝もオーストラリアの健闘光る

前半

ＫＯＲのスローオフで開始。先制したのはＫＯＲNo.19のポストシュート。ＡＵＳもす
ぐさま、No.5のサイドシュートで同点に追いつく。ＡＵＳは０：６ＤＦで守り、ＫＯＲ
のポストを厚く守る。ＫＯＲはバックプレーヤーの速いパス回しから、No.17のロン
グ、移動攻撃からのカットイン、No.11のミドルで加点し、１０分終了時点で７－２と
試合の主導権を握る。対してＡＵＳはNo.8のロングや７ＭＴで得点し、少しずつ追い上
げムードを作ることに成功。12分過ぎにＫＯＲNo.19の退場を機に３連取し、６－９と
３点差に詰め寄り、ベンチのムードも盛り上がる。攻撃の手を緩めないＡＵＳだった
が、ＰＶでラインクロスのミスを連発し、流れをＫＯＲに渡してしまう。ＫＯＲは
No.11が攻撃の起点となり、ミドルシュート、カットイン、ポストへのパスなどで、確
実に得点を重ねていった。ＡＵＳは２５分過ぎから7人攻撃で２得点し、前半を１０－
１８で折り返した。

後半

後半はＡＵＳのNo.1ＧＫのナイスセーブから始まり、No.8のカットインで得点する。Ｋ
ＯＲはNo.23を後半から投入し、ミドル、７ＭＴと連続得点し、突き放しにかかる。１
０分過ぎにＡＵＳのNo.1ＧＫがビッグセーブを連発するも攻撃でイージーなパスミスを
重ね、ＫＯＲの速攻を許す展開となる。１５分過ぎにＫＯＲはＤＦラインを上げ、ＡＵ
Ｓの攻撃を早めにチェックすることでミスを誘発させることに成功。No.24のミドルや
サイドシュート、No.31のカットインやスカイプレーなど多彩な攻撃を展開し、１７－
３４で快勝した。ＡＵＳはNo.1ＧＫとNo.8が１０得点をあげる活躍が光る試合で、出場
した選手やベンチも最後まで試合を諦めない姿勢がみられるナイスゲームだった。
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第二延長前半
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第二延長後半

―

戦況用紙
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